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2005年「勝田・大原・美作・作東・英田・東粟倉」６町村が合併

■ 人 口 24,987人

（令和6年10月31日時点）

■ 面 積 429.2k㎡

東京都の1/5 大阪府の1/4

■ 高齢化率 43.3％

２７市町村中6番目の高さ

（令和6年10月1日時点）

岡山県美作市について



岡山県美作市上山地区

■10の集落で構成

（八伏 / 薬師堂 / 空 / 小山 / 後逧 / 坊 / 中組 / 金合 / 大芦 / 鳥坂）

■最盛期は8300枚の棚田

■地区内に年間６～7万人が訪れる温泉施設やキャンプ場

■人口:140人／世帯数:63世帯／高齢化率:38％

上山地区について

地域おこし協力隊制度導入後
2010年以降の移住者数「37人」



NPO法人英田上山棚田団について

ＮＰＯ法人英田上山棚田団／代表理事 井上寿美

理事11名 正会員17名 賛助会員40名 稲株主200名

農地管理面積 10ｈa  うち水稲作付面積 2ha(120枚) 



棚田の再生と活用による保全活動の他、以下のような活動を行う。
・地域の伝統文化の継承（お祭り、炭焼き、藁細工等）
・住民の集いの場と助け合いの仕組みづくり
・「上山棚田の稲株主制度」の企画運営
・都市と農村、生産者と消費者による交流イベント など

NPO法人英田上山棚田団について



棚田の維持管理を通じてチームを形成
地域住民、行政、企業、教育機関、都市住民と連携を図りつつ活動

都市部在住

ＮＰＯ法人英田上山棚田団
構成メンバー

キャンプ場運営

猟師宿泊業 医師貸農園運営

木工・藁細工作家

移動販売事業 農機修理

高齢者福祉事業

鹿革販売高校講師

週末に通いで
活動に参加

宮崎陽 梅谷奈々

上山現地在住



「農業をしてみたい」と思っても．．．
多種多様な機械や農地の契約などが必要



農地所有者との利用契約や機械への初期投資をせずとも
移住してすぐに「農」を暮らしの中で実践できる体制を整備

英田上山棚田団が地権者と契約を結び、農地を共同管理
所有する農業機械やノウハウをシェア

宮 崎 陽 梅 谷 奈 々





上山棚田の稲株主制度

1口 7500円 ＝ 稲株100株保有

稲株主の４つの特典

❶ 配当米
1口5kgを基準に棚田米を送付。
その年の収量によって配当量
が変動する。
2024年度は収量増により、
1口あたり5.５kgを配当

❸ 稲株主優待
対象の上山産品の購入、集落内の
提携宿や温泉、キャンプ場の利用
時に割引等の優待を受けられる。

❷ 稲株主総会の議決権

毎年7～8月に総会を開催。
制度の改善点やイベントへ
の要望。棚田や古民家の活
用案を議論し反映。

❹ 共同作業や
イベントへの参加権

水路掃除、田植え、草取り、稲刈り
等の作業やイベントに参加して棚田
での農業や暮らしを体験できる。



稲株主制度による兼業農家育成と都市農村交流

稲株主

都市

兼業農家を応援
（資金・労働力・アイデアetc）

利用客や購入者が
稲株主になる場合も

農村

兼業農家

農業経営が安定

里山資源を活用した稼ぎづくり

農村地域の魅力向上につながる

「稲株主優待」を使って

余暇を上山で過ごす選択肢が増える

宿・キャンプ場
ジビエ・木工
藁細工…etc



上山における関わりの段階のイメージ

インターネット・SNS・新聞・テレビ等 メディアによる情報の取得

地域内の行事に参加（お祭り等）

定期的な地域への関わり

行事の運営や農作業への参加

上山への観光（温泉、飲食店、集落内の宿、キャンプ場、棚田見学等）

活動への寄付や商品の購入、稲株主制度への参加

移住

どの段階で満足するかは人それぞれ
人生のタイミングによっても異なる

都市部で開催するイベントへの参加



地域にはヨソモノが入りこむ隙が生まれているが...

地域住民

地域住民

外部人材

外部人材

地域住民■外部人材（移住者等）
地域の根底にある活動＝仕事を
疎かにせずに入っていけるか。

■受け入れる地域側
ヨソモノと協働する姿勢を
持つことができるか。

住民同士の関係性を繋ぎ、里山暮らしの知恵や経験、
土地の守り方や仕組みを引き継げる環境づくりを実践。
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